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2007 年 6 月 24 日 聖日礼拝 平石太朗牧師 

 

「主イエスの告白とペテロの告白」 

ヨハネ１８：１－２７ 

 

『18:1 イエスはこれらのことを話し終えられると、弟子たちとともに、ケデロンの川筋の

向こう側に出て行かれた。そこに園があって、イエスは弟子たちといっしょに、そこには

いられた。 

18:2 ところで、イエスを裏切ろうとしていたユダもその場所を知っていた。イエスがたび

たび弟子たちとそこで会合されたからである。 

18:3 そこで、ユダは一隊の兵士と、祭司長、パリサイ人たちから送られた役人たちを引き

連れて、ともしびとたいまつと武器を持って、そこに来た。 

18:4 イエスは自分の身に起ころうとするすべてのことを知っておられたので、出て来て、

「だれを捜すのか。」と彼らに言われた。 

18:5 彼らは、「ナザレ人イエスを。」と答えた。イエスは彼らに「それはわたしです。」と

言われた。イエスを裏切ろうとしていたユダも彼らといっしょに立っていた。 

18:6 イエスが彼らに、「それはわたしです。」と言われたとき、彼らはあとずさりし、そし

て地に倒れた。 

18:7 そこで、イエスがもう一度、「だれを捜すのか。」と問われると、彼らは「ナザレ人イ

エスを。」と言った。 

18:8 イエスは答えられた。「それはわたしだと、あなたがたに言ったでしょう。もしわた

しを捜しているのなら、この人たちはこのままで去らせなさい。」 

18:9 それは、「あなたがわたしに下さった者のうち、ただのひとりをも失いませんでした。」

とイエスが言われたことばが実現するためであった。 

18:10 シモン・ペテロは、剣を持っていたが、それを抜き、大祭司のしもべを撃ち、右の

耳を切り落とした。そのしもべの名はマルコスであった。 

18:11 そこで、イエスはペテロに言われた。「剣をさやに収めなさい。父がわたしに下さっ

た杯を、どうして飲まずにいられよう。」 

18:12 そこで、一隊の兵士と千人隊長、それにユダヤ人から送られた役人たちは、イエス

を捕えて縛り、 

18:13 まずアンナスのところに連れて行った。彼がその年の大祭司カヤパのしゅうとだっ

たからである。 

18:14 カヤパは、ひとりの人が民に代わって死ぬことが得策である、とユダヤ人に助言し

た人である。 

18:15 シモン・ペテロともうひとりの弟子は、イエスについて行った。この弟子は大祭司

の知り合いで、イエスといっしょに大祭司の中庭にはいった。 

18:16 しかし、ペテロは外で門のところに立っていた。それで、大祭司の知り合いである、

もうひとりの弟子が出て来て、門番の女に話して、ペテロを連れてはいった。 

18:17 すると、門番のはしためがペテロに、「あなたもあの人の弟子ではないでしょうね。」

と言った。ペテロは、「そんな者ではない。」と言った。 

18:18 寒かったので、しもべたちや役人たちは、炭火をおこし、そこに立って暖まってい

た。ペテロも彼らといっしょに、立って暖まっていた。 

18:19 そこで、大祭司はイエスに、弟子たちのこと、また、教えのことについて尋問した。 

18:20 イエスは彼に答えられた。「わたしは世に向かって公然と話しました。わたしはユダ

ヤ人がみな集まって来る会堂や宮で、いつも教えたのです。隠れて話したことは何もあり
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ません。 

18:21 なぜ、あなたはわたしに尋ねるのですか。わたしが人々に何を話したかは、わたし

から聞いた人たちに尋ねなさい。彼らならわたしが話した事がらを知っています。」 

18:22 イエスがこう言われたとき、そばに立っていた役人のひとりが、「大祭司にそのよう

な答え方をするのか。」と言って、平手でイエスを打った。 

18:23 イエスは彼に答えられた。「もしわたしの言ったことが悪いなら、その悪い証拠を示

しなさい。しかし、もし正しいなら、なぜ、わたしを打つのか。」 

18:24 アンナスはイエスを、縛ったままで大祭司カヤパのところに送った。 

18:25 一方、シモン・ペテロは立って、暖まっていた。すると、人々は彼に言った。「あな

たもあの人の弟子ではないでしょうね。」ペテロは否定して、「そんな者ではない。」と言っ

た。 

18:26 大祭司のしもべのひとりで、ペテロに耳を切り落とされた人の親類に当たる者が言

った。「私が見なかったとでもいうのですか。あなたは園であの人といっしょにいました。」 

18:27 それで、ペテロはもう一度否定した。するとすぐ鶏が鳴いた。』 

 

 

みなさん、デイボーションブック「幸いな人」を使って毎日のディボーションをしておら

れますでしょうか。毎日決められている聖書箇所を読んで、祈っていますでしょうか。 

「幸いな人」を持っていない人（使っていない人）も、その週に読む聖書箇所が書いてあ

るカレンダーのコピーがありますので、牧師夫人に言って下さればそのコピーをお渡しし

ます。是非あとでご覧ください。 

みなさん、毎日聖書を読み、祈ることを大切にしましょう。 

私は日曜日の礼拝のメッセージは基本的に、前の週の「幸いな人」のデイボーション箇所・

聖書箇所の中からメッセージします。 

そういうわけで、今日は、先週のデイボーション箇所の中にあるこのヨハネ18：1-27、こ

の箇所からメッセージをします。 

 

１：それはわたしです 

１節をご覧ください。「イエスはこれらのことを話し終えられると、弟子たちとともに、ケ

デロンの川筋の向こう側に出て行かれた。そこに園があって、イエスは弟子たちといっし

ょに、そこにはいられた。」とあります。 

イエス様がいよいよ十字架につけられる時が近づいてきました。 

このヨハネの福音書は、他の三つの福音書に記録されている出来事の多くを省いて、他の

福音書には書かれていないこと、また他の福音書とは違った観点から書かれています。 

他の福音書には記されていないことが強調されています。 

そういうわけで、１節に「そこに園があって」とありますが、それはゲツセマネの園のこ

とです。しかし、ゲツセマネの園での祈りは省かれています。 

そして、ユダが引き連れてきた者たちによってイエス様が捕らえられたという出来事が記

されています。 

イエス様は、オリーブ山の中腹にあったゲツセマネの園へよく来て、弟子たちと一緒に過

ごし、祈っておられたことは、弟子のひとりであったイスカリオテのユダはよく知ってい

ました。 

最後の晩餐の途中で抜け出したユダは、そこへ行けば、イエス様を敵の手に渡すことがで

きると思っていました。 

それでイエス様を裏切ることの報酬である銀貨３０枚を払ってくれた祭司長たちと、そし
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てローマの軍隊もユダは引き連れてそこにやってきたのです。 

 

ユダは３年半の間、主イエス様に身近に接し、イエス様と寝食をともにして訓練を受け、

イエス様からの愛と恵みを受けながら、しかしついにイエス様を敵に売り渡したのです。 

みなさん、どんなに霊的な知識を持っていたとしても、霊的特権を持っていたとしても、

それを乱用するならば、ユダのようになってしまう可能性があるのです。 

そのことを忘れないように、私たちは自分を戒め、気をつけなければなりません。 

 

３節ですが、ユダが引き連れてきた人々の中に、「一隊の兵士」がいます。 

「一隊の兵士」というのは、ローマの軍団の１単位である「コホート」のことで、約６０

０名の兵士からなっていました。 

通常、ローマ兵が召集されるためには、ローマ総督の許可が必要です。 

ですからこれは、ユダが、イエスは非常に危険な人物であると、当時のユダヤ地方のロー

マ総督であるポンテオ・ピラトに語って説き伏せたのでしょう。 

ユダが引き連れてきた人々はユダヤの当局者たちだけでなく、ローマの多くの兵士たちも

引き連れてきたのです。 

 

５節を見ると、多くの人々がイエス様を捕らえようと捜しにやって来た時、イエス様は彼

らに対して「それはわたしです（エゴー・エイミ）」と答えています。 

ユダのあとについてきた６００人の兵士とユダヤ当局者たちは、この宣言を聞いて、地に

倒れました。 

あとずさりして、地面に倒れたとありますが、これは仰向けに倒れてしまったということ

です。 

さらっ簡単に書かれていますが、これは大きな奇蹟です。 

６００人の兵士たちがあとずさりして、地面に倒れたのですから。 

このことから、イエス様がすべての状況を支配しておられ、イエス様の同意がなければ、

ローマの軍隊でもイエス様を逮捕することができなかったことがわかります。 

 

この「それはわたしです」という言い方は、ヨハネの福音書の中にすでに何回も出てきた

イエス様のご自分についての宣言です。 

かつてガリラヤ湖でイエス様の弟子たちが乗った船が嵐に襲われて弟子たちが恐れおのの

いている時に…、イエス様が近づいてきて「わたしだ。恐れることはない」（16：20）とお

語りになった時の「わたしだ」がここにでてくる「それはわたしです」と同じ言い方です。 

また、「わたしがいのちのパンです」（6：35）とか、「わたしは世の光です」（9：5）とか、

「わたしは良い牧者です」（10：11、14）とお語りになった時の「わたしは…です」と同じ

言い方なのです。 

イエス様のこの「それはわたしです」という言葉、これは、昔、神がモーセに現れて神ご

自身がお語りになった神の名前「わたしは『わたしはある』という者である」（出エジプト

3:14）を指しています。 

ヘブル語では、「あらゆる存在の根源」を意味するヤハウェということばです。 

主イエスさまを捕らえに来た人々に対して、イエスさまは「わたしこそ、あらゆる存在の

根源であるまことの神なのだ」と宣言したわけです。 

 

８節で、さらにイエス様は「それはわたしだと（エゴー・エイミ）あなたがたに言ったで

しょう」と語っておられます。 
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イエス様は自分を捕まえにきた人々に対して逃げ隠れせずに、堂々と自分のことを語った

のです。 

そしてイエス様は、「この人たち（弟子たちのこと）はこのままで去らせなさい」とお語り

になりました。 

９節に、『それは、「あなたがわたしに下さった者のうち、ただのひとりをも失いませんで

した。」とイエスが言われたことばが実現するためであった。』とあります。 

最悪の状況の中でもイエス様は弟子たちを思いやる余裕をもっておられました。 

 

この時、この時点での弟子たちの信仰はまだ弱いものでした。 

もしも彼らがこの時に（この時点で）、イエス様と共に捕らえられていたら彼らは信仰を捨

ててしまっていたことでしょう。 

主は彼らが耐えられないほどの試みに遭わないように守ってくださったのです。 

１コリント10:13に「あなたがたのあった試練はみな人の知らないようなものではありませ

ん。神は真実な方ですから、あなたがたを耐えることのできないような試練に会わせるよ

うなことはなさいません。むしろ、耐えることのできるように、試練とともに、脱出の道

も備えてくださいます。」とあります。 

主はいつも弟子たちの弱さに心を配っておられるお方です。 

それは、こんにちの弱い私たちにとって、どんなに大きな慰めとなることでしょうか。 

主はご自分の民が滅びることを決してお許しにはならないのです。（17：12） 

 

１０節をご覧ください。 

弟子のペテロがイエス様を守ろうとして剣を抜いて、大祭司のしもべを撃ち、耳を切り落

としています。 

このペテロの行動は勇ましいのですが無謀とも言えます。なぜならば武装した６００人の

兵士が襲いかかってきたらどうなるでしょう。 

この時のことがルカ22：51にも書かれていますが、そこを読むと『するとイエスは、「やめ

なさい。それまで。」と言われた。そして、耳にさわって彼を直してやられた。』と記され

ています。 

ペテロによって耳を切り落とされた人の耳をイエス様は瞬時にいやし元通りにしました。

（これもさらっと書いていますがすごい奇蹟です） 

このいやしはペテロを救うためでした。 

またマタイ26：52には、イエス様はペテロに「剣をもとに納めなさい。剣を取る者はみな

剣で滅びます。」と戒めておられます。 

 

そして、この１１節をご覧ください。「剣をさやに収めなさい。父がわたしに下さった杯を、

どうして飲まずにいられよう。」と語っておられます。 

そしてご自分から進んで十字架への道を歩んで行かれました。 

主は最も苦しい十字架への道を歩んで行かれました。 

イエス様はご自分に与えられている使命に生きたのです。 

ヘブル12:2に「…イエスは、ご自分の前に置かれた喜びのゆえに、はずかしめをものとも

せずに十字架を忍び、神の御座の右に着座されました。」とあります。 

「ご自分の前に置かれた喜び」とは、私たちの救いのことです。 

それが主イエスさまの喜びでした。 

私たちを救うために主イエスさまは天から降りて地上にこられ、十字架につけられたので

す。 
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みなさん、今日のこの箇所で、あなたはどのような救い主に出会うことができますか。 

イエス様は神の御子としての権威を捨て、父なる神の御心に従順に従ったのです。 

また最悪の状況の中でも、弟子たちに心を配り、愛し通しました。 

 

２：アンナスによる取り調べ 

さて次に、１２～２７節にいきます。 

逮捕されたイエス様は、まずアンナスのところに連れていかれました。 

アンナスという人物は元大祭司です。 

アンナスは紀元７～１４年まで大祭司を務めましたが、その当時のローマ総督バラリヤ・

グラタスによってやめさせられて、それ以降はアンナスの４人の息子が順番に大祭司職を

引き継ぎました。 

５番目に大祭司となったのが、娘婿のカヤパです。 

そういうわけで、アンナスは大祭司職を解任されても、事実上ユダヤ教の祭司職の頂点に

立つ人物であり、権力と財力を掌握していました。 

ユダヤ教の黒幕的存在、影の実力者として君臨していました。 

神殿内の両替や動物の売買は、アンナス一家の支配下にありました。 

イエス様はその神殿で２回宮きよめをしました。 

イエス様は、宮の中で商売をしている者に対して「神殿の中で神を利用してでたらめな商

売をするな、暴利をむさぼるな、わたしの家は祈りの家でなければならない」とお語りに

なりました。 

そして、イエス様は、宮の中で売り買いする者たちをみな追い出し、両替人の台や、鳩を

売る者たちの腰掛けを倒したという出来事がありました。 

そういうわけで、アンナスが個人的にイエス様を憎む理由は十分にあったわけです。 

 

アンナスは、イエス様に対して、イエス様の弟子たちのことやイエス様の教えについて尋

問しました。 

イエス様は、「自分は人々に公然と教え、隠れて話したことは何もない。問題があるなら、

わたしから聞いた人々に尋ねなさい」とお語りになっています。 

これは、「このことはもう今さら答える必要がないことであり、問題があるならば人々に尋

ねて２、３人の証人を立てて追及しなさい」、ということです。 

するとそばに立っていた役人のひとりが、「大祭司にそのような答えをするのか」と言って、

イエス様を平手で打ちました。 

ここで、アンナスは元大祭司であるにもかかわらず、大祭司と呼ばれていることから、い

かに黒幕的存在だったかが見えてきます。 

また、イエス様は何も悪いことはしていないのに、当然の当たり前のことを話したのに平

手で打たれています。 

これは裁判の席で、イエス様が受けた不当な扱いの最初のものです。 

みなさん、あなたは今、不当な扱いを受けていますか。 

イエス様ご自身がすでにその痛みを通過しておられることを思い、慰めをいただきましょ

う。 

 

２３節をご覧ください。 

『イエスは彼に答えられた。「もしわたしの言ったことが悪いなら、その悪い証拠を示しな

さい。しかし、もし正しいなら、なぜ、わたしを打つのか。」』とあります。 
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イエス様は、実に堂々と彼らに話しておられます。 

その後、アンナスはイエスさまを縛ったままで大祭司カヤパのところに送りますが、ヨハ

ネの福音書はカヤパによる尋問にはまったく触れていません。 

（カヤパの尋問はマタイ26：57以降に記録されている。） 

 

３：ペテロの否認 

アンナス、そしてカヤパの尋問が進んでいく間、ペテロはとんでもない失敗を犯します。 

１６節をご覧ください「しかし、ペテロは外で門のところに立っていた。それで、大祭司

の知り合いである、もうひとりの弟子が出て来て、門番の女に話して、ペテロを連れては

いった。」とあります。 

大祭司の知り合いであるもうひとりの弟子とはこのヨハネの福音書の著者ヨハネのことで

す。 

ヨハネはどういうことから大祭司と知り合いになったのかはわかりませんが、ヨハネのお

かげでペテロは大祭司の中庭に入っていくことができたのです。 

 

しかし、ペテロは中庭にいる間に、イエス様が預言したとおりに、「イエス様など知らない」

と３度も言ってしまうのです。 

ヨハネ13:37-38にこうあります。『ペテロはイエスに言った。「主よ。なぜ今はあなたにつ

いて行くことができないのですか。あなたのためにはいのちも捨てます。」 

イエスは答えられた。「わたしのためにはいのちも捨てる、と言うのですか。まことに、ま

ことに、あなたに告げます。鶏が鳴くまでに、あなたは三度わたしを知らないと言います。」』 

マタイ26:35にはその時のペテロのイエス様に対することばが記されています。 

『ペテロは言った。「たとい、ごいっしょに死ななければならないとしても、私は、あなた

を知らないなどとは決して申しません。」弟子たちはみなそう言った。』とあります。 

しかし、イエス様の預言のとおりになってしまうのです。 

ペテロは、絶対にそんなことをしないと言った時、ペテロは主によって支えられることを

拒絶していたのです。 

私たちは主の支えがなければ、何もできない弱いものであることを知らなければなりませ

ん。 

私たちは信仰についてこの基本がわかっていないと、自分では強い信仰があると思ってい

ても、それは信仰とはまったく別の人間的な強がりや意志に過ぎないことを思い知らされ

る時が来ます。 

ペテロは、主がどうなるのか心配で、大祭司の庭にまで入っていったこと、これは勇敢な

行動です。 

この時、ペテロとヨハネ以外のほかの弟子たちはみんなイエス様を見捨てて逃げ去ってい

たのですから（マタイ26：56）。 

しかし、結果的には愛するイエス様と自分は関係ないと3回も言ってしまったのです。 

 

イエス様は、大祭司の尋問に対して、堂々と語りました。 

しかしペテロは、まわりの人から「あなたもあの人の弟子ではないでしょうね」と言われ

ると、ペテロは「そんな者ではない」と言って否定しています。 

イエス様のほうは、ご自分の弟子たちについてアンナスから尋問されている時、堂々と答

えているだけでなく、だれとだれがわたしの弟子で今あのあたりにいるとかそんな大祭司

たちにとって都合の良い情報をイエス様は差し出してはいません。 

むしろ弟子たちをかばうために、ご自分が矢面（やおもて）に立っておられるのに、弟子
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であるペテロは「あなたもあの人の弟子ではないでしょうね」という質問に対して、「そん

な者ではない」と答え、「イエスなど知らない、わたしとは何の関係ない」と３度も言って

しまいます。 

否定するたびに、その度合いは強くなり、その罪は深くなっています。 

 

ここで非常に興味深いことは、イエス様がゲツセマネの園で捕らえられる時…、 

イエス様は人々に「だれを捜しているのか」とお語りになり、捕まえに来た大勢の人々は

「ナザレ人イエスを」と答えます。 

するとイエス様はご自分を捜している者たちに対して、「それはわたしです」と堂々とお答

えになりました。 

しかし、ペテロのほうは「あなたはイエスの弟子ではないか」と言われた時に、イエス様

が答えた言葉とまったくの逆の否定のことばで、「そんな者ではない」と答えたのです。 

自分を捕まえようとする者がやって来た時のイエス様の「わたしがそれだ」という言葉と、

まわりの人から「あなたはイエスの弟子ではないか」と言われた時のペテロの「わたしは

そんな者ではない」という否定の言葉… 

みなさん、人間は危機に直面した時、ペテロのように自分自身さえをも否定してしまうこ

とがある弱い者です。 

しかしまことの神であるイエス様は違います。イエス様はどんな危機的状況にあっても、

ご自分を否定しないお方です。 

 

結び：真実なお方主イエス様にとどまる 

２テモテ2:13はこう教えています。「私たちは真実でなくても、彼は常に真実である。彼に

はご自身を否むことができないからである。」と教えています。 

みなさん、私たちにはこんな素晴らしいお方、主がついておられることをどんなに感謝し

ても、しすぎることはありません。 

主こそ信頼すべきお方です。 

そしてヘブル4:14‐16には、こうあります。「さて、私たちのためには、もろもろの天を通

られた偉大な大祭司である神の子イエスがおられるのですから、私たちの信仰の告白を堅

く保とうではありませんか。 

私たちの大祭司（イエス様）は、私たちの弱さに同情できない方ではありません。罪は犯

されませんでしたが、すべての点で、私たちと同じように、試みに会われたのです。 

ですから、私たちは、あわれみを受け、また恵みをいただいて、おりにかなった助けを受

けるために、大胆に恵みの御座に近づこうではありませんか。」。 

みなさん、私たちは、あわれみを受け、また恵みをいただいて、おりにかなった助けを受

けるために、礼拝の中で、日々の祈りの中で、大胆に主の恵みの御座に近づきましょう。 

アーメンでしょうか。 

 

さて、その後のペテロのことですが、マタイ26:75にこうあります。『そこでペテロは、「鶏

が鳴く前に三度、あなたは、わたしを知らないと言います。」とイエスの言われたあのこと

ばを思い出した。そうして、彼は出て行って、激しく泣いた。』と。 

ペテロはイエス様を裏切ってしまったこと、またその時の自分の態度を考えると自分とい

う人間を信じることもできなくなり、自分のしてしまったことを思い、激しく泣きました。 

愛するイエス様を裏切って、自分のことも否定してしまったわけですから、どうしたらい

いかわからなくなったでしょう。 
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しかしみなさんもご存知の通り、ペテロはこの大失敗の後、この最低最悪の状況からイエ

ス様に立ち返ってくるのです。 

ペテロは悔い改めて、ただ主に信頼し、ただ主だけを頼り、主に立ち返ったのです。（21:

７～など） 

ペテロはイエス様に顔向けできない、恥ずかしくて顔を合わせられないと思ったかもしれ

ませんが、しかしそれでも復活したイエス様に立ち返ってくるのです。 

イエス様はペテロを神の愛で受け入れ、ペテロは立ち直ります。 

 

そして、イエス様の御霊である聖霊がペテロに降ると、かつてのペテロとは見違えるよう

な行動をするようになります。 

ペテロはイエス様の弟子であることを人々の前で大胆に宣言し、イエス様を十字架につけ

た人々に対してもメッセージを語り、迫害を受けてもイエス様のことを人々に証し、福音

を伝えていくようになるのです。 

そのことが使徒の働きに詳しく記録されています。 

ですからペテロのヨハネ18章に記録されている大失敗は、決して失敗のまま終わっていな

いのです。 

ペテロはこのことを通して、非常に多くの実を結ぶ者となったのです。 

 

みなさん、ペテロの失敗から何を学ぶでしょうか。 

あなたもペテロのようになったことはありませんか。 

イエス様のこのことば、とても基本的なみことばですがこれを思い出して、もう一度イエ

ス様につながりましょう。 

ヨハネ15：5のみことばです。「わたしはぶどうの木で、あなたがたは枝です。人がわたし

にとどまり、わたしもその人の中にとどまっているなら、そういう人は多くの実を結びま

す。わたしを離れては、あなたがたは何もすることができないからです。」とあります。 

 

 

みなさん、私たちはペテロのことを決して笑えませんし、批判できません。 

勿論、一生懸命なのは素晴らしいことであり、熱心さも勿論必要です。 

しかし、自分の肉の頑張りだけで行動し、祈りもなく信仰もなくなっていたら、ペテロの

ような失敗を犯すものです。 

 

ですから私たちは今日も明日も今週もずっとイエス様にとどまり続けることができるよう

に、そのためには毎週の礼拝を大切にし、日々のデイボーションも大切にしなければなり

ません。 

イエス様にとどまり続けることができるように、お祈りしましょう。 

 

 

 

それでは、しばらく一緒に御霊に導かれるままにそれぞれ自由にお祈りしましょう。 

 

（祈り） 

 

 

 


